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　２．　救　急　概　要　（出場件数・搬送人員／令和６年１月１日～１２月３１日）

組合管内 火災
自然

水難
交通 転院 医師

その他 合計（件）
搬送

災害 事故 災害 競技 負傷
労働 運動 一般

加害
自損

急病
行為 搬送

4

合　計 33 2 24 59 20 34 49 4 9

邑楽町 9 3 12 5 8 18

千代田町 7 7 14 1 6 1 1 1

明和町 5 1 5 11 5 5 9 1

13 21 2 4

板倉町 1 1 4 6 4

館林市 11 5 16 5

2

その他 合 計（件） 全半焼 部分焼・ぼや 死 者 傷 者

（※展示時間にあっては、すべて各施設等の開館時間中・営業時間中となります。）

館林地区消防組合管内　令和６年中の火災・救急概要

　１．　火　災　概　要　　（出場件数・り災人員 ほか／令和６年１月１日～１２月３１日）

組合管内
火 災 種 別 毎 件 数　（件） 焼 損 棟 数　（件）

り災人員（人）
死 傷 者（人）

建 物 車 両

千代田町 （千代田町の小学校より応募された分） コスメ・ニスト千代田町プラザ　1階ギャラリー ３月１日（土）～３月７日（金）まで

邑楽町 （邑楽町の小学校より応募された分） 邑楽町立図書館　１階　展示室　 ３月１日（土）～３月７日（金）まで

板倉町 （板倉町の小学校より応募された分） 板倉町東部公民館 ３月１日（土）～３月７日（金）まで

明和町 （明和町の小学校より応募された分） 日本キャンパックホール ３月１日（土）～３月７日（金）まで

各小学校より応募された作品を下記の場所で展示いたします。ぜひご覧ください。

館林市 （館林市の小学校より応募された分） アゼリアモール２階 ３月１日（土）～３月９日（日）まで

中 村 颯 希 [邑楽町立長柄小学校] 新澤 美 咲妃 [邑楽町立中野小学校] 大 野 眞 穂 [邑楽町立高島小学校]

荻 野 心 咲 [館林市立美園小学校] 奈 良 一 樹 [明和町立明和東小学校] 金 子 貴 以 [千代田町立東小学校]

田 部 井 夢 月 [館林市立第八小学校] 木 村 咲 貴 [館林市立第九小学校] 江 原 可 恋 [館林市立第十小学校]

[館林市立第三小学校]

立 澤 愛 蘭 [館林市立第四小学校] 岡田 仁 之介 [館林市立第五小学校] 須 永 詩 海 [館林市立第七小学校]

☆優秀賞☆

岡 田 あ や め [館林市立第一小学校] 野 村 歩 絆 [館林市立第二小学校] 島 村 桃 香

[明和町立明和西小学校]

髙 野 茉 耶 [千代田町立西小学校] 柳 橋 ひ な た [邑楽町立中野東小学校]

館林市・板倉町・明和町・千代田町・邑楽町のまもり

FIRE DEPARTMENT TATEBAYASHI

しょうぼう館林 令和7年2月15日発行　　第97号

☆最優秀賞☆

兵 藤 漣 [館林市立第六小学校] 大 武 玲 雄 [板倉町立東小学校] 安 原 凜 花

春季全国火災予防運動
３月１日から３月７日まで

（2024年度 防火標語）

小学生防火習字入賞者
春季全国火災予防運動にあたり、管内小学校（２１校）児童の皆様から
「防火習字」を募集したところ、246点の防火に対する願いのこもった
すばらしい作品が集まり、審査の結果次のとおり入賞者が決まりました。

【館林地区消防組合HP】

URL： https://www.fire-tatebayashi.jp

守りたい 未来があるから 火の用心

３月１日から３月７日まで

春季全国火災予防運動にあたり、管内小学校（２１校）児童の皆様から
「防火習字」を募集したところ、230点の防火に対する願いのこもった
すばらしい作品が集まり、審査の結果次のとおり入賞者が決まりました。
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いのちを守る のポイント

4つの習慣

6つの対策

　様々な火災の中でも、特に住宅で発生する火災で多数の死者が出ており、その出火原因はたばこ、
ストーブ、こんろ、電気機器など、生活する上で身近にある機器が多くを占めます。
　日頃から取り組んでいただく住宅防火対策として、4つの習慣、6つの対策からなる「住宅防火いの
ちを守る10のポイント」を取りまとめました。
　是非、ご家族の皆様で住宅火災からいのちを守るための対策をご確認ください。

①火災の発生を防ぐために、ストー
ブやこんろ等は安全装置の付い
た機器を使用する

④火災を小さいうちに消すために、
消火器等を設置し、使い方を確
認しておく

⑤お年寄りや身体の不自由な人は、
避難経路と避難方法を常に確保
し、備えておく

⑥防火防災訓練への参加、戸別訪
問などにより、地域ぐるみの防火
対策を行う

②火災の早期発見のために、住宅
用火災警報器を定期的に点検し、
10年を目安に交換する

③火災の拡大を防ぐために、部屋
を整理整頓し、寝具、衣類及び
カーテンは、防炎品を使用する

①寝たばこは絶対にしない、させない ②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない

③こんろを使うときは火のそばを離れない ④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く


